ディ ファ レン ト ・ レ ルム の 世界 


THE WORLD OF DIFFERENT _ REALM 


ご あい さ つ 
- キ ーー ーーー ーーーーーーーー ーーーーー を 


この 度 は 、 デ ィ フ ァ レ ント ・ レ ルム 久遠 の 賢者 を 
お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


文明 の 繁栄 と 滅亡 、 そ し て 数 万 年 を 経て 新た な 文明 の 復興 。 
この 悠久 の 時 の 流れ を 越え た 者 が 出会う 、 
未知 の 人 、 未 知 の 土地 、 未 知 の …。 
その ひと つ ひ と つの 出会い が 冒険 に な る 。 
そん な 物語 の 世界 を 充分 に お 楽し みく だ さい 。 


ゲー ム を より 楽し む た め 、 プ レイ 前 に 本 書 を お 読み いた だ き 、 
ディ ファ レン ト ・ レ ルム の 世界 を ご 理解 くだ さい 。 
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CHARACTER 


圏 ス トッ クマ ン 

本 編 の 主人 公 。 

ミレ ニア ム 陸 軍 に 在籍 する 若き 軍人 科 
学者 。 階 級 は 少佐 で 、 ス トッ クマ ン と いう 
の は コー ド ネ ー ム で ある 。 湾岸 に 位置 す 
る 第 19 総 合 研究 所 の エネ ルギー 開発 
部 で 、 エ ネル キー 技師 と し て 働い て いる 。 
部 の 責任 者 で も ある 。 軍人 と し て の 戦 
闘 訓練 も 受け て お り 、 ミ レニ ・ コ ン パ ウ と 
呼ば れる 軍 式 闘 殺 法 を 使う 。 ミレ ニ ・ コ 
ン パ バウ の 極意 と され る 衝撃 波 と 、 地 獄 
車 と いう 投げ 技 を 得意 と する 。 


圏 リー ザッ ハ 
スト ッ ク マ ン と 同じ く エ ネル ギー 開発 部 
に 在籍 する 科学 者 。 階 級 は 少尉 。 そ そっ 
か し て 調子 が いい が 技師 と し て の 腕 
は よく 、 ス トッ クマ ン の 片腕 と し て 働い て 
いる 。 軍 人 と し て の 戦闘 訓練 も 一 通り 受 
け て いる が 、 戦 闘 力 は 高い と は 言え な , 
い 。 弱 い 衝撃 波 と 、 巴 投げ を 必殺 技 と 
し て も つ 。 


圏 シー セア 

年 齢 24 歳 。 

高い サイ オニ クス 能力 を 持つ 人 間 族 の 
女性 。 イ シュ メリ ア の アカ デミ ー を 卒業 
し て か ら 技 術 協 会 に 入り 、 先 史 文 明 研 
究 の た め に 調査 隊 に 志願 する 。 彼 女 は 
先史 文明 の 技術 力 で は な く 、 先 史 文 明 
その も の に 興味 を 持っ て いる 。 


圏 テ イィ ボル ト 
飛翔 族 の 誇り 高き 戦士 。 と 
ティ ボル ト は 王族 階級 に あたる が 、 ち ょ っ 
と し た 陰謀 に より 不 名 誉 に も 祖国 を 追 
われ る 。 武士 の よう な 言葉 を 喋り 、 自 分 
の 事 を 『 抽 者 』 と 呼ぶ 。 空 高く 舞い 上 
が っ て は 急降下 し 、 敵 の 脳天 めがけ て 
必殺 の 一 撃 を 放つ 必殺 技 を も つ 。 


ーー ニー ニー ニー ニー ニー ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニー 
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圏 シュ ドラ ー ル 
パー フェ ナ の 村 に 住む 龍 牙 族 の 戦士 。 
ラバ リー ル と いう 一 卵 性 の 兄 を も ち 、 戦 
闘 能力 は 兄 より も 高い 。 同族 意識 に 欠 
ける 龍 牙 族 だ が 、 一 卵 性 の 双子 の た め 
貧 表 に 生ま れつ いた この 2 人 は いつ も 
力 を 合わ せ て 懸命 に 生き て きた 。 故に 
他 の 龍 牙 族 の 者 達 に 比べ 、 兄 弟 意識 
が 非常 に 高い 。 兄 ラ バリ ー ル に 比べ 、 外 
向 的 で 活動 派 で ある 。 どん な 敵 を も 跳 
ね 飛ば す 強力 な 尻尾 の 一 撃 を も つ 。 


園 ジ ョ ビ ト ル 博 士 
先史 文明 人 の 遺産 を 研究 し 、 多 く の 論 
文 を 発表 し て いる 先史 文明 学 の 権威 。 
その 高い 知識 で 、 発 掘 され た 先史 文明 
人 の アイ テム の ほとん ど を 難なく 使い 
こなす 研究 の か た わら 、 ア カ デ ミ ー の 
非常 勤 講 師 と し て 働い て いた が 、 数 年 
前 に 突然 退職 し 、 イ シュ メル 南西 に 位置 
する 小島 に 研究 所 を 建て て 移り 住ん で 
いる 。 


ーーー マ フェ ダイ ン 特 務 隊 ーー 
正式 名 称 は 、 エ ルフ ェ ダ イン 技術 探査 機構 特別 部 隊 。 
世界 中 に 点 在 する 先史 文明 人 の 遺跡 を 発掘 調査 し し その 技術 を 持ち 帰る た め に 構成 され た 
エル フェ ダイ ン の エリ ー ト 集団 。 戦士 と し て も 技術 者 と し て も 高い 評価 を 持つ 者 達 が 、 4 人 1 組 
と し て 、 現 在 十 数 チー ム が 世界 中 に 派遣 され て いる 。 
ジー ナス 、 ガ ー ベ リー、 ラ キュ ー イ 、 パ イン チャ の 4 人 は 第 6 班 、 イ シュ メル 方 面 担当 と な っ て いる 。 


W 9 国 ジ ー ナ ス 

介 蘭 寺 | 大型 の 槍 を 武器 と する フェ ダイ ン 特 務 
隊 の リー ダー。 冷静 な 判断 力 と 高い 
戦闘 能力 を 持ち 、 特 務 隊 員 か ら の 信 
頼も 厚い 。 高 い ク リオ キネ シス 系 能力 
を 持つ が 、 そ れ 以 外 の サイ オニ クス は 
使え な い 。 肩 か ら 腰 に か け て 、 痛 中 に 
大 き な 火 傷 の 跡 が ある る 。 


圏 ラ キュ ー イ 

フェ ダイ ン 特務 隊 の 隊員 。 

左腕 に 赤い バン ダナ を 巻い て いる の 
が 特徴 。 性 格 は や け に 明る く 、 ガ ー ベ 
リー と は 対照 的 に 細か い 事 は まっ た く 
考え な い タ イブ プ 。 格闘 術 の 師匠 に 授 
か っ た 『 月 華 』 と 呼ば れる 2 本 の ナイ フ 
を 武器 と し て 使う 。 特 務 隊 の 中 で は 
1 番 動き が 素早 て 、 ナ イフ と 格闘 術 を 
組み 合せ た 特殊 な 戦法 か ら 高い 攻 
撃 力 を 生み 出す 


田 バ イン チ ヤ 


較 ガ ー ベ リー フェ ダイ ン 特 務 隊 の 紅 一 点 。 

フェ ダイ ン 特 務 隊 の サプリ ー ダ ー。 ヒー リン グ 系 能力 以外 全て の サイ オ 
大 き な 作戦 で は いつ も 参謀 的 役割 を ニク ス 能 力 を 持つ 。 護 身 用 の 短 多 を 
果たし 、 ジ ー ナ ス の 頼も し い 片腕 と 携帯 し し いる が 、 ほ と ん どの 場合 後衛 
な っ て いる 。 品 数 は 少な い 。 ク ロス ポ ウ で サイ は ニクス 本 績 記 後 し Snes い 
を 自在 に 操り 、 そ の 腕前 は 飛ん で いる 0 ンー ボ ス の 冶 全 生 導 Ke 


燕 さえ も 簡単 に 射 落 ま 特務 隊 の 中 右 胸 に えぐ る よう な 傷 が ある 。 
で 唯一 ヒー リン グ 系 能力 を 持つ 。 


3 二 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
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際 、 


| 


トウ ルー レル ム 


TURE REALM 


トゥ ルー レル ム こ と は や 


“ディ ファ レン ト ・ レ ルム " の 舞台 と 
な る の は ひと つの 惑星 世界 で 、 ど こ か の 
見 知ら ぬ 宇 宙 に 属し て いる 、 地 球 よ り も 
は る か に 大 型 の 惑星 だ 。 た だ 、 夜 空 に 光 
る 月 (衛星 ) が 4 つ あ る こと を 除け ば 、 
地球 と よく 似 て いて 、 重 力 や 大 気 の 組成 
な どの 基本 的 な 性 質 は ほとん ど 変 わら な 
い 。 
| この 惑星 は 、 直 径 が 地球 の 約 4 倍 も あ 
| り 、 表 面積 に 玉 っ て は 、 約 50 倍 に も な る 
広大 な 世界 だ 。 惑 星 の 表 面 の 二分 の 一 近 
く を 占め る の が 海 で 、 海 洋 に は 三 つ の 大 
陸 と 大 き さ も さま ざま な 無数 の 島 が 浮か 
時 ん で いる 。 
” そこ に は 、 異 質 な か た ち で 高度 な 発達 
を 遂げ た 文明 が 、 い くつ も の 種族 と 国家 に わか れ て 栄え て お り 、 科 学 技術 に し て も 、 物 質 
的 な 面 で は 遅れ て いる も の の 、 精 神 的 な 面 で は 地球 より も 大 幅 に 進歩 し て いる の で ある 。 
そし て 、 こ の 惑星 世界 は 、 そ こ で 暮らし て いる 住人 た ちか ら “トゥ ルー レル ム " (また 
は "レルム" ) と 呼ば れ て いる 。 

トゥ ルー レル ム と いう 言葉 は 、「 真 な る 世界 ] と いう 特別 な 意味 を 持っ て いる の だ (それ 
に くら べ て 、 単 に レル ム と だ け 言 うと き に は 、 そ れ は 「 世 界 ] と か 「 母 な る 惑星 | くら い の 
意味 し か な い ) 。 そ の 特別 な 意味 に は 、 こ の 世界 の 哲学 者 た ちの 思想 が 反映 きれ て いる 。 
哲学 者 た ち は 、 宇 宙 全 体 を 多様 性 に 富ん だ いく つも の 世界 が 並行 し て 存在 する 多元 宇宙 
と 考え 、 さ ら に 自分 た ちの 世界 を 宇宙 の 中 心 に 座 す る 世界 だ と 推測 し た 。 無 数 も の 多様 な 
宇宙 の 中 心 で も や る と いう こと は 、 逆 に あら ゆる 世界 の 可能 性 を すべ て 秘め て いる と いう こ 
と を も 意味 する 。 そ れ は 、 自 分 た ち が 住む 世界 こそ が 真 な る 実在 で あり 、 他 の 世界 は その 
影 に すぎ な いと いう こと だ ! 
哲学 者 た ち が そ う 考 えん た の に は 、 も ちろ ん 理由 が ある 。 こ の 世界 に は 、 そ れ ほ ど 多 様 な 
説明 の つか な い 変 化 と いう も の が あふ れ て いる か ら だ 。 

た と えば 、 ト ゥ ルー レル ム に は 、 地 球 上 に は 見 られ な い 多 種 多様 な 生物 が 数 多く 棲息 し 
て いる 。 し か も 、 そ うし た 生き 物 た ちの 中 に は 、 ど う や っ て 進化 し て きた の か 想像 も つか 
な い ほ ど 異 質 な 生物 も 存在 する 。 そ の うえ 、 同 じ 種 に 属す る 生き 物 で も 、 お び た だ し ゆい 数 


ゴキ ーーー を 
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の 変種 や 珍 種 な ど が 生み 落と きれ て は 、 生 命 に お ける 変化 を さら に 複雑 で 際限 の な いも の 
( 還 際 GA 

また 、 ト ゥ ルー レル ム の こと を 説明 する うえ で 、 忘 れ て な ら な いも の に “先史 文明 人 " 
と その 遺産 の こと が ある 。 

先史 文明 人 と は 、 現 在 の 文明 が 興 る より 前 に 、 数 万 年 も の 太古 に 栄え た 超 文明 を 築い た 
人 閣 に 似 た 種族 だ 。 こ の 先史 文明 人 に つい て 残さ れ て いる 手がかり は 少な く 、 ど うい っ た 
種族 だ っ た の か は よく わか っ て は いな い の だ が 、 魔法 に 匹 英 する ほど の 恐る べき 高度 な 科 
学 技術 を 持っ て いた こと と 、 壊 滅 的 な 終末 戦争 に よっ て 減 亡 し た こと だ け は 知ら れ て いる 。 
惑星 の 地表 に は 、 こ の 先史 文明 人 の 遺跡 が いく つも 残さ れ て お り 、 遺 跡 か ら 発掘 し た 先史 
文明 の 遺産 が 、 現 在 の 文明 の 発達 を 促し た の だ 。 

し か も 、 先 史 文 明 人 の 技術 力 は あま り に も 完璧 で 、 遺 跡 か ら 発掘 され た 機械 類 に は 、 修 
久 の 時 を 経て きた に も 関わ ら ず 、 そ の まま 使用 に 耐え る 状態 に 保 よ た れ て いた も の や 、 修 理 
すれ ば じゅ うぶ ん 使え る も の も 多く あっ た 。 そ の 結果 、 現 在 の レル ム で は 、 先 史 文 明 の 皿 
恵 を 受け て 発達 し た 産業 革命 レベル の 技術 と 、 先 史 文 明 の 超 技術 が 混在 する と いう 、 非 常 
に 奇妙 な テク ノロ ジー 体系 が 確立 され て いる 。 
拳銃 と ビー ム ガ ン 、 飛 行 入 と フラ イヤ ー の 共存 な ん か が 、 例 と し て わか りや すい だ ろう 。 

この 先史 文明 人 と その 遺産 の 存在 も 、 レ ルム の 多様 性 に 一 役 買 っ て いる わけ だ 。 


それ は と も か く 、 ト ゥ ルー レル ム は 広大 で 、 そ の ぶん だ け 自 然 の 脅威 に 満ち 満ち た 世界 
だ 。 海 は 果て し な く 広 が り 、 陸 に 目 を 向け て みて も 、 そ こ に は 星 ま で 届く か の よう な 山上 豚 
が そそ り 立 ち 、 砂 漠 や ジャ ング ル は か た く な に 文明 の 侵入 を 拒み 続け て いる 。 人間 を 始め 
と する 知 的 種族 が 住ん で いる の は 、 全 惑星 の わずか 十分 の 一 程度 に 過ぎ ず 、 後 は 人 跡 未 踏 
の 秘境 と し て 残さ れ て いる ほど だ 。 

レル ム で は 、 ど れ ほ ど 文 明 が 発達 し て も 、 そ れ だ け で は 自然 の 猛威 に 太刀 打ち する こと 
は で き な い 。 そ こ で 、 茂 し い 自然 環境 に 適応 し て 生き 延び る た め に 、 超 能力 で ある サイ オ 
ニク ス の 能力 が 発達 し た の だ 。 こ れ は 、 特 に 文明 が まだ 未 発達 だ っ た ころ に は 、 重 要 な 意 
味 を 持っ て いた 。 レ ルム の 知 的 種族 は 、 す ぐれ た サイ オニ クス の 能力 に 後押し され て 、 文 
明 を 築い て きた と 言っ て も いい ほど で ある 。 

お か げ で サイ オニ クス は 、 フ ァ ン タ ジ ー 世 界 で 魔法 (魔術 師 ) が 如 れ られ て いる の と は 
違っ て 、 レ ルム の 一 般 生 活 に 浸透 し て いる 。 た と えば 、 大 き な 街 に は テレ パシ ー 能 力 者 が 
いて 、 通 信 手段 の か わり を つと め て いる し 、 病 院 に は 医師 と と も に 治癒 能力 者 が 待機 し て 
いる 。 テ レキ ネ シ ス 能力 者 や 発火 能力 者 な ど は 、 ふ つう 高級 軍人 と し て 一 国 の 軍隊 に 採用 
され る 。 こ の よう に 、 サ イオ ニク ス は 、 社 会 に と っ て 貴重 で 有益 な 才能 と し て 認め られ て 
いる の だ 。 ま た 文明 が 発達 し た 現在 で は 、 優 秀 な サイ オニ クス 能力 者 が 減っ て ゆく 一 方 で 、 
送 に サイ オニ クス の 存在 は ます ます 重要 視 さ きれ て いる 。 


キーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー を 
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トゥ ルー レル ム の 4 大 種族 


人 間 族 

人 間 族 は 言う まで も な く 、 人 間 だ 。 肌 や 髪 の 色 が 多少 違っ た り 、 独 特 の 文化 と 生活 習慣 
を 持っ て いた り と いう こと は あっ て も 、 本 質 的 に 何ら 変わ ちる と ころ は な い 。 強 いて 特徴 を 
挙げ れ ば 、 サ イオ ニク ス の 才能 の 点 で 傑出 し て いて 、 他 の 種族 を は る か に 凌 福 し て いる こ 
と だ ろう か 。 ま た 、 最 も 高度 に 発達 し た 技術 文明 を 築い て いる の も 人 間 族 で 、 銃 火器 や 飛 
行 船 な どの 機械 類 は 、 人 間 族 の 専売 特許 だ 。 


巨人 族 

巨人 族 は 、 体 格 の 大 きい 人 間 と 言っ て も いい 種族 だ 。 身 長 は メー トル ほど で 、 体 重 も 
四 白 キロ を 越す 。 美 し い 容 姿 に 、 強 婁 な 肉体 と 生命 力 を 備 を て いる の が 特徴 。、 フ ァ ン タ ジ 
ー 世 界 で 巨人 族 と 言え を ば 、 た だ 体 の 大 きい 原始 人 と いう の が お 決ま り だ が 、 ト ゥ ルー レル 
ム の 巨人 族 は 、 文 明 を 嫌っ て 荒野 で 暮らす こと を 選ん だ 線 高 の 種族 だ 。 イ メー ジ 的 に は 、 
北米 イン ディ アン な ど を 想像 する と わか りや すい だ ろう 。 巨人 族 は 家 先 の 伝統 と 精神 文化 
を 重んじ る 種族 で 、 部 族 ご と に 放浪 の 生活 を 送っ て いる 。 ま た 、 種 族 的 に サイ オニ クス の 
オ 能 を まっ た く 欠 いて いる か わり に 、 サ イオ ニク ス に 対す る 強力 な 抵抗 能力 を 持つ 。 


飛翔 族 
飛 贅 族 は 、 人 間 に よ く 似 た 二 本 の 前 肢 を 持つ 、 直 立 し た 鳥 に 似 た 種族 で 、 全 身 を 羽毛 に 
覆 わ れ 、 育 中 に は 大 き な 翼 が 生え て いる 。 言わ ば “ 鳥 人 " で ある の が この 種族 だ 。 鳥 類 と 
が つなが っ て いる らし く 、 群 れ と 巣 を 中 心 と する 社会 構造 や 、 舞 踊 に よる 礼儀 作法 な ど 、 
鳥 と し て の 性 格 を 多く 残し て いる 。 目 や 耳 な どの 感覚 が 非常 に 鋭く 、 動 き が 目 に も と ま ら 
な い ほ どす ば や いこ と が 特徴 。 キ ャ ラク ター と し て は 、 空 を 飛べ る こと も 大 き な 長 所 だ 。 
文化 的 に も と て も 洗練 きれ た も の を 持っ て いて 、 人 間 族 に 次 いで 高度 な 技術 文明 を 築き あ 
げ て いる 。 


龍 牙 族 
龍 牙 族 は 、 奄 虫 天 か ら 進 化し た 長命 な 種族 で 、 体 の 大 き さ は 、 身 長 二 メ ー ト ル 、 体 重 三 
百 キ ロ と 、 人 間 族 を ひと まわ り 上 回 っ て いる 。 龍 牙 族 の 最大 の 特徴 は 、 そ の 傘 静 な 論理 的 
思考 力 、 純 粋 な 知 的 能力 と いう 点 で は 他 の 種族 の 追随 を 許さ な いも の を 持つ 。 し か し 、 そ 
れ だ け の 知性 を 備 を て いな が ら 、 生 まれ な が ら の ハン ター と し て 、 本 能 に 支配 され る 一 面 
を 持つ の で 、 血 を 見 る と 先祖 返り し て 狂 暴 に な る こと が ある 。 狂 暴 化し た 龍 牙 族 は 、 牙 と 
釣 爪 を 使っ た 肉弾 戦 で 、 恐 る べき 戦闘 能力 を 発揮 する ! それ で も 、 ふ だ ん の 龍 牙 族 は 、 
哲学 的 な 思索 活動 に 没頭 し 、 孤 独 を 愛す る 賢者 な の だ 。 
まい 区 / 
ん 
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トゥ ルー レル ム に は 、 さ ま ざ ま 
な 文明 国家 が 存在 する 。 

し か し 、 惑 星 と し て の トゥ ルー 
レル ム が 、 桁 外れ に 大 きく 広い 世 
界 で ある こと は 、 前 述 で も 触れ た 
通り 。 表 面積 が 地球 の 約 50 倍 と い 
う 広 さ は 、 い くら 想像 を た くま し 
くし で も 、 と て も 想像 し きれ る と 
いう も の で は な い 。 そ の 広大 な 世 
界 に くら べ る と 、 よ う や く 産 業 草 
命 の レベ ル に 達し た ば か り の ささ 
、 や か な 技術 文明 程度 で は 、 何 ほど 
の 力も 持た な いと 言っ て も 、 あ な 
が ち 間 違い で は な い だ ろ う 。 そ の 
お か げ で 、 レ ルム に 居住 する 四 つ 
の 知 的 種族 は 、 惑 星 全 土 を 完全 に 支配 下 に お く こ と は お ろか 、 ど こ に 何 が ある か 知る こと 
すら 、 ま だ 満足 に で き て いな い 状 態 に と ど ま っ て いる の だ 。 

その こと も あっ て 、 こ の レル ム は 、 知 的 種族 が 居住 し 文明 を 築い て いる 領域 (文明 圏 ) 
と 、 ま っ た く の 未 開 の 領域 ( 非 文 明園 ) に 大 きく わか れ て いる 。 し か も 、 実 際 に 文明 圏 に 
属し て いる と 呼ぶ こと が で きる の は 、 全 惑星 の わずか 十分 の 一 程度 で し か な く 、 後 は すべ 
て 人 跡 未 踏 の 秘境 と し て 残さ れ て いる の に すぎ な い 。 

その た め 馬 レル に は 西 の 基 シン デイ アナ 、 東 の アデ ラー ザ 、 ク ラド シア と いう 三 つ の 大 
陸 が 存在 する に も 関わ ら ず 、 文 明 が し っ か り と 根 を 下ろ し て いる の は 、 こ の うち クラ ド シ 
ア を 除い た 二 つ の 大 陸 だ け に な っ て いる 。 

その うえ 、 サ ン デ ィ ア ナ 大 陸 で こそ 、 ま だ し ゃ 文明 が 大 陸 全 域 に 広く 分 布 し て は いる も 
の の 、 ア デラ ー サ 大 陸 で は 西岸 沿い の 一 部 に 集中 し て いる だ け 。 大陸 中央 か ら 東 岸 に か け 
て は 、 奥 深い ジャ ング ル に 閉ざさ れ て いる と いう あり さま だ 。 ク ラド シア 大 陸 に も な る と 、 
これ まで に 確認 され た だ け で は 、 文 明 と 呼べ る も の は 何 ひと つつ 存在 し て いな い 。 そ こ は 、 
まさ に 未知 の 危険 が 待ち 受け る 暗黒 大 陸 な の だ 。 

この よう に 、 広 大 な トゥ ルー レル ム で は 、 文 明 国家 と いえ ども 、 圧 倒 的 な 広がり を 見 せ 
る 未開 の 非 文 明園 の 前 で は まだ まだ ちっ ぱ ぽ け な 存在 だ 。 惑星 の 広 さ に くら べ る と 、 知 的 種 
族 の 人 口 は あま り に 少な く 、 町 や 村 を 中 心 に 点 の よう に 居住 し て いる だ け 。 そ れ ど ころ か 、 
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国 の 中 に も 未開 の 荒野 が 多く 残さ れん て いる よう な 状態 で 、 国 境 を 接する 辺境 か ら は 自然 の 
脅威 が 押し 寄せ て くる …… この 世界 で は 、 知 的 種族 が 広大 無辺 の フロ ンティア に 乗り 出し 
て いく 準備 は 、 ま だ 整っ て いな い 。 


と は いえ 、 レ ルム の 文明 国家 に は 非常 に ユニ ー ク で 特徴 的 な も の が 多く な っ て いる 。 
国 に よっ て 政治 の シス テム 、 産 業 、 文 化 、 宗 教 観 な ど が 違う の は 当然 と し て も 、 ト ゥ ル 
ー レ ルム ならでは の 要素 と し て 、 種 族 や 科学 技術 の レベ ル ま で が 異な っ て いる の で 、 国 ご 
と の 印象 が ずい ぶん 変わ っ て くる 。 

特に 種族 の 違い は 大 き な 意 味 を 持っ て いる 。 そ れ は 、 種 族 ご と に 国 と いう も の に 対す る 考 
え 方 自体 が 違う か ら で 、 中 に は 国 を 作ら な い 種 族 も ある 。 巨人 族 は 部 族 を 中 心 と する 放浪 
の 民族 で 、 国 の よう な 大 き な 集 まり を 作る こと を 好ま な いし 、 超 個人 主義 者 の 龍 牙 族 に 至 
っ て は 、 部 族 ど ころ か 十 数 人 規模 の 自給 自足 の コロ ニー (群落 ) を 作る の が せい ぜ い で 、 
他 種族 の 領土 の 片隅 で 暮らし て 満足 し て いる 。 そ うい っ た 意味 で は 、 ま と も な 文明 国家 を 
築き あげ て いる の は 人 間 族 と 飛翔 族 く らい な の だ が 、 こ の 二 つ の 種族 の 間 で さえ 、 ひ と 言 
で 国家 と 言っ て も 大 き な 隔 た り が ある 。 な ん と 飛翔 族 に と っ て の 国 と は 、 た くさ ん の 群れ 
が 集まっ た 、 単 な る 巨大 な 巣 の 集合 体 の よう な も の な の だ 。 


ーー 
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イシ ュ ユメル 伝統 と 先端 技術 が 交わ る 混成 文化 の 国 

イシ ュ メ ル は 、 西 方 の サン ディ アナ 大 陸 の 最 南端 に ある 人 間 族 の 国家 だ 。 イ シュ メル は 、 
五 百年 の 歴史 と 伝統 を 誇る 由緒 ある 国 で 、 文 明 の 発達 ぶり で も 最 先端 を 行く 、 非 常に 洗練 
され た 文化 を 持つ 国 だ 。 

イシ ュ メ ル は 、 歴 史 の ある 国 に し て は 珍し く 、 古 い 伝統 と 新しい 思想 が うま く 調 和 を 保 
っ て いる こと で 知ら れ て いる 。 外来 の 文化 に も 寛容 で 、 そ れ ら が 混 然 一 体 と な っ て 、 ひ と 


つの 文化 を 生み 出し て いる の だ 。 レク 


エル フェ ダイ ン 最高 の 職業 軍人 を 輩出 する 備 兵 の 国 

サン ディ アナ 大 陸 の 北西 部 の は ずれ に ある この 人 間 族 の 
国 は 、 " 備 兵 国家 "と し て レル ム じ ゅ うに 知ら れ て いる 軍 
人 の 国 だ 。 

か つて の エル フェ ダイ ン の 国土 は 岩 だ ら け の 荒野 で 、 作 
物 は 実ら ず 、 鉱 物 な どの 天然 の 資源 に も ゃ 恵まれ て は いな か 
っ た 。 し か も 、 そ の わずか ば か り の 収穫 物 も 、 近 隣 の 諸国 
か ら 攻 めこ ん で くる 褒 族 に よっ て 容赦 な く 略 礁 さん れ て し ま 
うこ と が 多かっ た 。 住人 の 生活 は 、 こ れ 以 上 は な いく らい 
に 非常 に 厳し い ゃ の で あっ た 。 し か し 、 厳 し い 環境 は それ 
に 耐え て 生き 残る だ け の 屈強 な 民族 を 育ん だ の だ 。 そ し て 、 
いつ し か エル フェ ダイ ン の 住人 は 、 力 強く 、 タ フ で 、 技 に 
も 長け た 最高 の 戦士 と し て 知ら れる よう に な っ て いた 。 
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カイ ア ネ ス ア ネ ス 神 教 を 信仰 する 神聖 帝国 
カイ ア ネ ス は 、 サ ン デ ィ ア ナ 大 陸 東 部 に あっ て イシ ュ メ ル と 国境 を 接する 大 国 だ 。 カ イ 
ア ネ ス も 人 間 族 の 国家 だ が 、 こ の 国 に は 他 の 国 に は 見 られ な い 際 立っ た 特徴 が ある 。 


その 特徴 と は 、 こ の 国 が 国 全体 を 挙げ て ひと つの 宗教 を 信仰 する 宗教 国家 で ある こと だ 。 
“カイ ア ネ ス ” と いう 国名 自体 が 、 そ も そ も 「 ア ネス の 栄光 」 と いう 意味 で ある よう に 、 
この 国 で は 至高 神 ア ネス を 信じ る ア ネ ス 神 教 が 信仰 され て いる 。 

カイ ア ネ ス は 、 こ の ア ネ ス 神 教 の 総本山 で 、 国 の 政治 、 文 化 は 言う まで も な く 、 あ り と 
あら ゆる と ころ に 宗教 思想 が 浸透 し て いる 。 


デ ク ノ ロジ ー 


TECHNOLOGY 


ど 系 統 の 技術 体系 基本 技術 と 超 技術 


トゥ ルー レル ム の テク ノロ ジー は 、 大 きく わけ る と 、 "基本 技術 "” と “ 超 技術 " の 二 系 
統 に わけ られ る 。 こ の うち 、 基 本 技術 (ベー シッ ク ・ テ ッ ク ) は 、 ぼ く た ち の 世界 で 歴史 
と と も に テク ノロ ジー が ゆっ くり と 進歩 し て きた よう に 、 自 然 発生 的 に 発達 し た 技術 と 、 
その 産物 の こと を 意味 し て いる 。 こ れ に 対し て 、 超 技術 (ハイ パー・ テ ッ ク ) と いう の は 、 
言う まで も な く 、 神 秘 的 な 先史 文明 人 の 技術 と その 遺産 の こと を 意味 し て いる わけ だ 。 


結び つい た 技術 の 生み 出し た も の 

ゲー ム の 舞台 と な る トゥ ルー レル ム の 現在 は 、 “機械 革命 " より 約 二 百年 が 過ぎ 夫 っ た 
後に 当たる 。 こ の 二 百 年 あま り の 間 に レ ルム の 世界 は 大 きく 変貌 を 遂げ た 。 二 百年 前 の レ 
ルム は 、 中 世 じ みた 農業 中 心 の 鉄器 文明 か ら 、 よ う や く 次 の 段階 で ある 工業 中 心 の 機械 文 
明 へ と 移行 し よう と し て いた と ころ で あっ た 。 

その ころ は 、 ま だ 交通 機関 と 言え を ば 、 飼 いな らし た 騎 竜 
や 、 動 物 に 引か せる 牽引 車 (馬車 に 似 た 二輪 、 ま た は 四 輪 
の 無 動力 車 ) し か な く 、 照 明 器 具 に し て も 、 獣 脂 か ら 作っ 
た 質素 な ロウ ソ ク や 、 ス ス の 出る オイ ル ラ ンプ くら い の も 
の だ っ た 。 や が て 本 格 的 な 工業 生産 が 開始 され て 、 衣 服 や 
道具 の 類 だ け は 豊富 に 行き 渡る よう に な っ た が 、 テ クノ ロ 
ジー は まだ まだ 未 発達 に 近かっ た 。 そ れ で も 、 工 場 が 建設 
され 、 手 作業 と は いえ 、 同 じ 製 品 を 大 量 生産 する と いう こ 
と は 、 当 時 に お いて は 画 期 的 な で き ご と だ っ た の で ある 。 

だ が 、 "機械 革命 " の 洗礼 を 受け る と 、 状 況 は すっ か り 
様変わり し て し まっ た 。 近代 産業 の 基盤 と し て 必要 な あり と あら ゆめ る 基礎 技術 が 、 ほ と ん 
ど 一 夜 に し て 、 先 史 文 明 と いう 名 の 泉 か ら 突 然 わ き 出 し て きた の だ 。 

"機械 革命 " の 動き が 本 格 化 し て いく 過程 で 、 新 し く 発 見 、 開 発 さ れ た り 、 性 能 が 飛躍 
的 に 向上 し た 技術 と その 産物 は 数 多い 。 少 し 例 を 挙げ て みて も 、 双 眼鏡 や 望遠 鏡 な どの 光 
学 機器 、 各 種 の 合金 や アル ミニ ウム 、 ゴ ム な どの 新 素材 、 時 計 、 発 電機 、 畜 電池 、 ス プリ 
シン ンク マツ 2 が で 抽 の と 
つ ひ と つ 並 べ 立て て いけ 
ょ ば きり が な いく らい で あ 
る 。 


その 中 で も 、 特 に 進歩 が 著しかっ た の が 交通 機関 だ 。 

まず 初 の 動力 機関 で ある 流体 反応 エン ジン が 開発 され た 。 こ と の エン ジン は 、 先 史 文 明 の 
技術 を あま す と ころ な く 応 用 し た レル ム の 技術 力 の 欄 と いう べき も の で あっ た 。 そ の 仕組 
み は 、 あ る 種 の 高 濃度 の 混合 液 を 燃料 と する 、 か な り 先 進 的 な 設計 思想 で 作ら れ た 内 燃 機 
関 な の だ が 、 高 出力 で あり な が ら 構 造 が 簡単 で 、 生 産 も 楽 だ っ た こと か ら 、 同 じ こ ろ に 独 
力 で 開発 に 成功 し て いた 蒸気 機関 を 、 実 用 化 を 待た ず に 過去 の も の に し て し まっ た 。 

そし て 、 す ぐに 帆 と と も に この 最新 の エン ジン を 装備 し た 新型 の 動力 船 が 、 さ ら に は 、 
基本 技術 の 産物 で は 初め て の 空 を 飛ぶ 機械 と し て 、 飛 行 船 が 出現 し た 。 も っ と も 、 さ す が 
に 有 翼 の 飛翔 体 を 作る こと は まだ むず か し く 、 航 空 機 の 方 は 何と か 実用 化 に 清き 着け る の 
で さえ 、 以 後 百年 あま り の 年 月 を 必要 と し た 。 し か し 、 そ の 間 に も 、 飛 行 船 は 設計 と 改良 
を 繰り 返し て 性 能 を 高め 、 レ ルム じゅ う で 大 い に 持 て は や され る まで に な っ た 。 そ の 普及 
ぶり は 、 飛 行 船乗り が 船乗り と 同じ くら い 頻 繁 に 街 で 姿見 か けら れる くら いで ある 。 

た だ 、 実 の と ころ 、 飛 行 船 が そん な に 普及 し た わけ は 、 そ の 輸送 能力 も さる こと な が ら 、 
何 ぶ ん 文明 圏 を 一 歩 で も 離れ る と 、 ど ん な 危険 が 待ち 構え て いる か わか ら な い 陸 の 旅 と 違 
っ て 、 空 の 旅 は まだ し も 安全 だ っ た か ら な の だ 。 現在 で は 、 飛 行 船 は 、 遠 く 離 れ た 都市 と 
都市 の 間 を 結ぶ 連絡 航 と し て 、 ま た 、 交 易 や 探検 な どの 目的 で も 幅広 く 使用 され て いる 。 

一 方 、 お も し ろ い こと に 、 な ぜ か 自動 車 は いま だ に 実用 化 の メド が 立っ て いな い 。 こ れ 
に つい て は 、 エ ンジ ン が まだ 大 型 で 車体 へ の 搭載 が むず か し いこ と と 、 安 価 で 飼育 し や す 
い 馬 が わり の 騎 竜 が 、 レ ルム の 至る と ころ で 好 ん で 使わ れ て いる こと が 大 き な 原 因 だ ろう 。 
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トウ ゥ ルー レル ム の 武器 体系 

し か し 、 機械 革命 " の 影響 を 最も 強く 被っ た の は 、 他 で も な く 、 
戦争 の 道具 で ある 武器 だ っ た 。 現 存する 新しい 種族 の 歴史 が 始ま っ 
て 以来 、 重 い 鋼 鉄 の 剣 と 甲南 が 主流 を 占め て いた 戦場 に 、 遂 に 本 格 
的 な 火器 が 現われ る よう に な っ た の だ 。 

レル ム で は 、 歴 史 の 早い うち か ら 火 薬 の 存在 こそ 知ら れ て いた が 、 
それ を 戦場 で 武器 と し て 使う よう に な っ た の は ご く 最 近 の こと で あ 
る 。 も ちろ ん 、 強 力 な 火砲 や 銃器 な ど は まだ 存在 せ ず 、 攻 城 戦 の 際 
な ど に 投 久 爆 弾 と し て 使わ れる 程度 で し か な か っ た 。 戦 闘 の 主力 は 
あく まで 、 槍 を 構え 相 を か か げ て 騎 竜 に また が る 騎兵 や 、 剣 や 先 を 
ふる う 歩 兵 だ っ た 。 飛び道具 と 言え ば 弓 か 石 弓 の こと で 、 投 げ 槍 も 
じゅ うぶ ん な 威力 を 発揮 し た 。 そこ へ 現われ た の が 、 強 力 な 火力 
と 速射 性 能 を あわ せ 持 つ 拳 銃 と ライ フル 銃 だ っ た の だ 。 

こう し た 銃器 は 、 他 の 新しい 発明 品 と 同じ く 、 先 史 文 明 人 の 遺産 
を も と に し て 開発 され た 。 先史 文明 人 が 残し た も の の 中 に は 、 当 然 
の こと な が ら 、 弾 丸 発射 型 の 銃器 を 始め と する 各種 の 携帯 火器 も あ 
っ た 。 レ ルム の 技師 た ち は 、 そ こ か ら 火 業 を 使用 する 銃 の アイ デア 
と 、 そ れ を 作る の に 必要 な 技術 を 学ん だ の だ 。 

し か も 、 こ こ で は 、 火 業 銃 と いう アイ デア が 先 に あっ て 、 満 足 の いく 結果 を 得る た め に 、 
苦労 し な が ら 工 夫 を 重ね 、 設 計 を 者 詰め て で いっ た わけ で は な く 、 (太古 の 遺産 と は いえ ) 
どの 点 か ら 見 て も 既に 完成 済み の 現物 が 先 に あっ て 、 言 わ ちば そこ か ら コ ピー を 作っ た だ け 
の こと な の で ある 。 お か げ で 、 レ ルム に は 、 火 縄 銃 や マス ケッ ト 銃 と いっ た 銃器 発達 史 の 
前 の 段階 を すっ 飛ば し て 、 高 性 能 の 近代 火器 が いき な り 出 現し て し まっ た の だ 。 

これ ら の 銃器 は 、 詳 を 牙 から 装填 する 後 装 銃 と いう タイ プ で 、 弾 薬 は 扱い や すい 人 金属 薬 

に 収め られ て お り 、 誰 で も 簡単 に 使用 する こと が で きる 。 人 性能 や 威力 は 、 西 部 劇 に 出 て 
くる 銃 と 似 た よう な も の で 、 見 た 目 の 感 じ も ほとん ど 変 わら な い 。 リ ボル バー や レバ ー ア 

1 クシ ョ ン ・ ラ イフ ル 、 二 連 式 の ショ ッ ト ガ ン な ど だ 。 
AP 馬 
ちら は 信頼 性 が 低く 、 故 障 し や すい 。 よ く ア クシ ョ 
ン 映 画 な ど で 目 に する よう な 最新 型 の 銃 よ り は 、 性 
能 も 落ち る し 威力 も 弱い わけ だ が 、 そ れ で も 銃 と し 
て は か な り の も の で ある 。 も ちろ ん 、 機 関 銃 な どの 
自動 火器 が 発明 され る の は 、 (いく ら ト ゥ ルー レル 
ム で の と と と は いえ ) まだ し ば らく は 先 の 話 に な る 
(52 
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さら に 、 銃 器 と し て は 、 火 薬 式 の 銃 の ほか に も 、 高 圧 ガ ス で 鋼鉄 製 の ダー ト を 撃ち 出す 
"ダート ガン ( 射 矢 銃 ) " も 開発 され て いる 。 こ ちら は 、 主 に 護身 用 と 狩猟 用 を 目的 と し 
た 銃 で 、 弾 丸 で ある 鉄矢 に 毒 や 薬 を 塗っ て 使用 で きる の が 大 き な 特 徴 。 た だ し 、 ガ ス 圧 式 
の た め 、 火 薬 式 に くら べ て 射程 が か な り 短く な る と いう 欠点 を 持っ て いる 。 こ の ダー ト ガ 
ン は 、 火 薬 式 の 銃 より 後 で よう や く 実 用 化 さ れ た 最新 型 の 武器 な の だ 。 

と も か く 、 こ うし た 多 器 の 出現 は 、 レ ルム に お ける 戦争 の 様相 と 武器 の 体系 を 大 きく 変 
化 き せ て し まう に じゅ うぶ ん で あっ た 。 か つて 火縄 銃 の 出現 で 戦国 の 世 の 勢 力 図 が 塗り か 
えら れ て し まっ た よう に 、 銃 器 は 各国 の 軍隊 の 間 に ま た た く 間 に 広まっ た 。 機械 を 忌み 嫌 
う 神 聖 帝国 カイ ア ネ ス の 神殿 騎士 田 で きえ 、 銃 器 の 導入 に は 熱心 だ っ た ほど だ 。 

た だ し 、 銃 器 に し ろ 他 の 発明 品 に し ろ 、 開 発 は すべ て 人 間 族 の 手 に よる も の で あっ た 。 
飛翔 族 の 文明 も 高い 技術 レベ ル を 誇っ て いた が 、 人 間 族 に は わずか に 及ば ず 、 先 史 文 明 人 
の 遺産 を 研究 し て 理解 で きる 段階 に まで は 達し て いな か っ た の で ある 。 本来 な ら レ ルム の 
四 大 種族 の 中 で 最も 高い 知力 を 持つ は ず の 龍 牙 族 は 、 機 械 に は それ ほど 関心 を 持 と うと し 
な か っ た し 、 巨 人 族 に 至っ て は 、 遺 跡 に 関わ る こと すら よし と は し な か っ た 。 

その た め 、 人 銃器 の 出現 が 、 レ ルム の 武器 体系 を 完全 に 塗り か えて し まう よう な こと は な 
か っ た の で ある 。 人 間 族 を 除く 他 の 三種 族 は 、 依 然 と し て 従来 の 刀剣 や 弓矢 に 頼っ て いた 
し 、 そ の 人 間 族 に し て も 、 銃 と と も に 必ず 刀剣 の 類 を 携帯 よる の が ふつ う で あっ た 。 ま た 、 
銃器 は 非常 に 高価 で 、 商 品 と し て 出回る 数 も 少な く 、 誰 も が 銃 を 持て る わけ で も な か っ た 。 
全体 的 に 見 る と 、 現 在 の レル ム で は 、 銃 を 持つ 者 の 数 を 2 割 と し て 、 残 り の 8 割 を 銃 を 持 
た ず 、 昔 な が ら の 武器 を 使用 し て いる と 見 る の が 正解 で あろ う 。 

それ に 、 ど ちら か と 言う と 、 武 器 で ある 刀剣 より 防具 で ある 鎧 の 方 が 、 銃 器 出現 の 影響 
を さら に 手 厳 し く 被っ た と 言え る だ ろう 。 

銃器 の 出現 で 、 動 き を 鈍く する ば か りか 、 着 て いる 者 を 銃弾 の 標的 に し か ね な い 重 厚 な 

金属 抽 の プレ ー ト アー マー (板金 鎧 ) は 一 部 の 重 装 騎兵 の 軍装 を 除い て 次 を 消し 、 も っ と 
| 1 が よ 信 、・ 
で 効果 が 高い 防具 が 好ま れる よう に な こ = ここ 
っ た の だ 。 現在 で は 、 凍 製 の 防具 に スッ 
ーymo フ ンーemzuccto| 
や 、 他 の 防具 に 被せ て 使う 、 胸 だ け を 先 / /// 
防護 する 装甲 板 な ど が 広く 使用 きれ て 
いる 。 そ の うえ 、 最 近 で は 、 全 身 を 隈 
な く 和 覆う 完全 鎧 を 着る よう な 無駄 な ここ 7 
と は や め 、 必 要 な と ころ に だ け 部 分 鎧 NEJ 
を 着け る スタ イル が 主流 に な っ て き て 
USP の OWN 
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先史 文明 


PREHISTORY CIMILIZATION 


先史 文明 人 の 遺産 


さて 、 こ こま で は 主 に 現在 の レル ム の テク ノロ ジー、 つ まり 、 基 本 技術 と その 発展 に 限 
っ て 話 を 進め て きた が 、 こ こ か ら は 先史 文明 人 の 超 技 術 の 実態 を 見 て みる こと に し よう 。 

まず 最初 に 、 先 史 文 明 人 の 科学 技術 の 力 が どの 程度 の も ちの だ っ た の か を 説明 し て お く と 、 
これ に 関し て は 、 ひ と 言 で 言う と 、「 科 学 に よっ て 達成 で きる と 思わ れる 有 目標 を 、 と と ど ご 
と く 《 成 し 遂げ て いた ほど | と 言う こと が で きる 。 も っ と わか りや すく 言う と 、 つ まり は 、 
彼ら に は 不可 能 な と と な ど な か っ た と いう こと だ 。「 進 ん だ 科学 は 魔法 と 見 わけ が つか な 
い 」 と よく 言わ れる が 、 先 史 文 明 人 の 超 技 術 こ そ は 、 ま さ に 魔法 と 言っ て も 過言 で は な か 
っ た 。 そ し て 、 先 史 文 明 人 は 、 そ の 超絶 的 な テク ノロ ジー を 思う まま に 行使 し て 、 こ の 惑 
星 だ け で な く 、 宇 宙 全 体 を も 支配 し 、 時 間 や 空間 すら 千 か に 超越 し て いた の だ 。 

こう し た 先史 文明 人 の 文明 は 、 お そろ し く 高 度 に 発達 し た 機械 を 基本 と する 超 機 械 文明 
で 、 彼 ら の 作り 出し た 機械 頼 は 、 ま る で 生き 物 の よう に 覆 雑 な 自律 調整 と 自己 修復 の 機能 
を あわ せ 持 ち 、 ほ と ん ど 無 限 に 近い 期間 、 完 璧 に 作動 する 動力 源 を 備え て いた 。 

現在 レル ム じ ゅ うに 点 在 し て いる 先 更 文明 人 の 遺跡 は 、 ほ と ん ど が 単なる 残骸 に すぎ な 
い が 、 多 少 と も 原型 を 留め て いる 遺跡 か ら は 、 何 万 年 も の 修 久 の 時 を 経て きた に も 関わ ら 
ず 、 依 然 と し て 申し 分 な く 機 能 す る 機械 類 が いく つも 発見 され て いる 。 


遺産 の 発見 と 獲得 

先史 文明 人 の 遺産 の 中 に は 、 国 家 や 個人 の 所 有 と な っ て 、 現 在 の レル ム で も 公 に 使用 さ 
れ 続け て いる 機械 も 少な く な い 。 超 技術 の 産物 は 、 ど ん な に ささ いな も の で あっ て も 、 何 
十 世 紀 も 先 を 行く テク ノロ ジー の 枠 を 集め た も の だ 。 そ の 点 、 近 年 に な っ て いく ら 著 し い 
発達 を 遂げ た と いっ て も 、 現 在 の レル ム の 技術 水準 で 作れ る 製品 な ど は 、 そ れ に くら べ れ 
ば 、 よ く 言 っ て 細工 の わる い レ プリ カ の よう な も の に すぎ な い 。 だ と すれ ば 、 誰 も が こと ぞ 
っ て 先史 文明 の 機械 を 探し ちと め 、 そ れ を 所 有 し た が る 傾向 が ある の も 当然 の こと と 言え 
の 六 寺 の う 。 
も $ も ちろ ん 、 人 跡 未 踏 の 辺境 の 奥深 くに 隠さ れ て いる 遺跡 を 発見 し 、 そ こ か ら 価 値 ある 品 
を 正しく 選ん で 持ち か える こと は 誰 に で も 簡単 に で きる と いう こと で は な い 。 レ ルム の 知 
的 種族 の 中 で は 、 人 間 族 が 先史 文明 の 遺産 の 獲得 に いち ば ん 貧 欲 だ っ た が 、 運 よく 遺跡 を 
見 つけ 出し て 生還 で きた 者 の 数 は 、 過 去 の 例 で は 数 百人 に ひと りか 、 そ れ よ り も 少な いく 
らい で ある 。 そ れ に は 、 あ る 意味 で は 、 金 鉱 を 掘り あて る こと に 等 し い 幸 運 が 必要 な の だ 。 
し か し それ で も 、 過 去 に 数 多く の 探検 家 や 山師 が 遺跡 の 探索 に 挑ん で は 、 さ ま ざ ま な 発 
見 品 を 持ち か えっ て きた 。 そ し て 、 そ うし た 発見 品 は 、 あ る も の は 国 に 没収 され 、 あ る も 
の は 売り に 出さ れ 、 ま た ある も の は 発見 者 が 個人 的 に と っ て お く な ど し て 、 除 々 に 一 般 の 
生活 の 中 に 浸透 し て いっ た の で ある 。 
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た だ し 、 人 々 が 最初 か ら 先史 文明 の 機械 を 喜ん で 受け 入れ て いた わけ で は 決し て な い 。 
文明 が じゅ うぶ ん に 発 達 し て いな か っ た も っ と 初期 の ころ に は 、 先 史 文 明 人 の 遺産 は 、 
夢 の よ うに すばらし い 魔 法 の 機械 か 、 恐 る べき 悪魔 の 仕掛 け だ と 思わ れ て いた の だ 。 

ここ で 試し に 、 使 用 法 も 作動 原理 も よく わか ら な い 未 知 の 機械 を 使 お うと すれ ば どう な 
る か 、 想 像 し て みて ほし い 。 う まく すれ ば 、 そ の 機能 の 一 部 を 活用 する くら いな ら で き る 
か も し れ な い 。 だ が 、 予 想 の つか な い 深 刻 な トラ ブル が 発生 する 確率 $、 そ れ と 同じ だ け 
確実 に 存在 する 。 こ れ は 、 リ スク の 大 きい 賭け の よう な も な の だ 。 

先史 文明 の 機械 が まがり な り に も 使用 で きる よう に な っ た の も 、 "機械 革命 " に よる 近 
年 の テク ノロ ジー の 大 発展 が あっ た か ら こ そ な の で ある (その お か げ で 、 せ っ か く の 基 本 
技術 の 成果 を 差し お いて 、 先 史 文 明 の 機械 が 重宝 され る よう に な っ た と いう の も $ ゃ 皮肉 な 話 
0) 且 3 


と ころ で 、 そ う や っ て 発見 され た 先史 文明 人 の 機械 の 中 で 、 何 より も 重要 な 価値 を 持っ 
で W る も の (GR ラン スポ ボド NN が ある 5 

これ は 、 直 立 し た 巨大 な 卵 型 の カプ セル の よう な 機械 で 、 中 に 人 間 が ひと り 座 れる シー 
ト が あり 、 シ ー ト の 両 肩 か ら 突 き 出 た 二 本 の アー ム の 先 に は 、 ボ ー リ ング の ボー ル ほ ども 
ある 大 き な ク リス タル の 玉 が 付い て いる 。 つ まり 、 人 間 型 の 生き 物 が シー ト に 座る と 、 ク 
リス タル が 両方 の こめ か み に 密 着 す る よう に な っ て いる わけ だ 。 こ の 機械 は 、 一 種 の 高速 
情報 学習 シス テム で 、 内 蔵 す る デー タバ ンク に た くわ えた 情報 を 、 相 手 の 脳 の 記憶 中 枢 に 
直接 テレ パシ ー 的 に 伝 達 し 、 そ れ を 瞬時 に し て 覚え を させ る こと が で きる の で ある 。 先史 文 
明 人 は 、 ど う や ら こ の 機械 を 使っ て 、 必 要 と する 知識 を 即席 勉強 し て いた よう だ 。 
そし て 、 こ の 機械 を 最初 に 発見 し た ある 探検 家 は 、 田 気 を 礁 い 起 こし て 機械 に 座っ た 
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こと で 、 先 史 文 明 人 の 言葉 に 関す る 知識 を 授かっ た の で ある 。 先史 文明 人 の 言葉 と その 文 
字 は 、 現 在 の レル ム で は “秘文 語 ′ と 呼ば れん て お り 、 た いて い の ア カ デ ミ ー (学院 ) で 教 
えて も ら う こと が で きる が 、 そ れ も 元 を た どれ ば 、 そ の 探検 守 が トラ ンス ポッ ド か ら 完 全 
な 教育 を 受け た お か げ な の だ 。 

し か も 、 同 じ 遺 跡 を 訪れ た 何人 も の 人 間 が 何 度 も 試し て みた 結果 、 や が て トラ ンス ポッ 
ド の 使用 法 が すっ か り 解 明 さ れる に 至り 、 中 の 情報 は 、 先 史 文 明 人 と その 文明 を 理解 する 
うえ で 、 数 少な い 貴 重 な 資料 と し て 役立て られ る よう に な っ た 。 こ の トラ ンス ポッ ド に 区 
積 さ れ て いた 情報 の 中 に は 、 内 容 が 高度 すぎ て 理解 する の に 何 十 年 も の 研究 が 必要 な 最 先 
端 の 科学 理論 な ども あり 、 そ の 研究 に 一 生 を 捧げ る 学者 も 少な く な い 。 し か し 、 残 念 な こ 
と に は 、 た くわ えら れ て いた 情報 の 大 半 は 、 元 の 持ち 主 の 個人 的 な 趣味 (し か も 、 ど ん な 
趣味 な の か 想像 する こと さえ で き な い よう な 趣味 ) に 関す る 無 意 味 な も の だ っ た の だ 。 

この 最初 の トラ ンス ポッ ド は 、 現 在 で も イシ ュ メ ル 政 府 が 所 有 し 、 保 管 し て いる が 、 機 
械 を 移動 きせ る こと が で き な い の で 機械 の あっ た 遺跡 の 上 に 街 を 築い た と いう 逸話 は 、 レ 
ルム じゅ う で 非常 に よく 知ら れ て いる 。 そ の 街 が 現在 の 首都 イシ ュ メ リア で ある 。 

トラ ンス ポッ ド に つい て は 、 他 の 国家 や 個人 の 手 で 新た に 何 台 か が 発見 され 、 厳 重 に 保 
管 さ れ て いる と 言わ れ て いる 。 ま た 、 レ ルム の エリ ー ト 技師 を 束ね る 超 国 家 組 織 の “技術 
協会 " (ティ クラ ッ ト ) が 、 最 大 級 の 記憶 容量 を 持つ 完全 な 機械 を 一 台 秘 蔵 し て いる と も 
噂 きれ て いる が 、 そ の 真相 は 定か で は な い 。 


先史 文明 人 の 交通 機関 

先進 的 な 高速 交通 機関 は 、 先 史 文 明 人 の 築い た 超 機 械 文明 を 支え る 一 本 の 柱 で も あっ た 。 
これ は 、 ぼ ぽく た ちの 暮らす 現実 の 世界 で も そう だ が 、 発 達し た 文明 は 、 そ れ に ふさ わし く 
発達 し た 交通 機関 を 必要 と する も の な の で ある 。 

先史 文明 人 は 、 広 大 な レル ム の 惑星 全土 を 支配 し て いた だ け で は な く 、 そ の 支配 の 領域 
を 宇宙 の 隅 々 に まで 拡大 し て いた 。 当 然 、 そ れ だ け の 空間 を 支配 下 に お くに は 、 膨 大 な 距 
離 を も の と も せ ず に 行き 来 で きる 高 性 能 の 交通 機関 が 必要 に な っ て くる わけ だ 。 

こう し た 先史 文明 の 交通 機関 は 、 ご く 少 数 が 発見 され て 使用 きれ て いる 。 

まず 自動 車 に 相当 する も の と し て 、 "ビー クル "が ある 。 

た だ し 、 こ の 自動 車 に は 車輪 が な く 、 移 動 す る こと が で きる の も 陸上 だ け と は 限ら な い 。 
陸上 を 走る と き に は 、 ふ つう 地表 すれ すれ に 浮か びあ が っ て 滑る よう に 移動 する が 、 必 要 
な ら 海 上 を 走る こと も 、 空 中 を 亜 音 速 で 飛行 する こと も で きる 。 

これ は 、 言 わ ば 万 能 の 個人 用 トラ ンス ポー ター で 、 数 人 の 乗客 を 乗せ て 、 陸 海 空 を 自在 
に 移動 する こと が で きる の だ 。 

また 、 こ の ビー クル の 中 に は 、 飛 行 機能 を 持た な い 低 出力 の 陸上 専用 車 も あり 、 こ ちら 
は “ランド ビークル" と 呼ば れ て いる 。 
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これ ら の 車輌 は 、 先 史 文 明信 に と っ て 最も 一 般 的 な 乗り 物 だ っ た らし く 、 比 較 的 多数 が 
発見 され て いる が 、 機 体 が 保有 する エネ ルギー 残 量 に は 限り が ある の で 、 実 際 に 走っ て い 
る と ころ を 見 か ける の は 稀 で ある 。 

さら に 航空 機 に 相当 する も の と し て 、 “フラ イヤ ー" と “オー ニー ソ プ タ ー" が ある 。 

フラ イヤ ー は 、 有 細 の 飛翔 体 で 、 ジ ェ ッ ト エ ンジ ン や ロケ ッ ト エ ンジ ン な どの 噴射 式 の 
推進 機 に よっ て 空 を 飛 忘 わけ で は な いこ と を 除け ば 、 ほ と ん ど 現 代 の 飛行 機 と 変わ ら な い 
外見 を し て いる 。 推進 力 と し て は 、 ビ ー ク ル と 同じ 未知 の エン ジン を 使っ て いる が 、 は る 
か に 空 を 飛ぶ の に 適し て お り 、 最 高速 度 と 運動 性 能 も 桁 違 い に 高く な っ て いる 。 

オー ニー ソ プ タ ー は 、 同 じ 飛 翔 体 に し て も 、 ま っ た く 違 う 発想 で 作ら れ た 機械 だ 。 こ ちら 
は 、 見 虫 に 酷似 し た 外見 を し て お り 、 高 速 で 微 振 動 す る 細 を 使っ て 空 を 飛 お の で ある 。 

高速 度 は ビー クル より は 速い が 、 フ ライ ヤー に は 遠く お よ ば な い 。 し か し 、 そ の 反面 、 
運動 性 能 だ け は 和 殴 異 的 で 、 本 物 の 昆虫 に 匹 英 す る ほど の 空中 機動 力 を 備え て いる (先史 文 
明 人 に と っ て 、 フ ライ ヤー が 超 音速 ジェ ッ ト 機 の よう な 存在 だ っ た も の と 仮定 する と 、 オ 
ー ニ ー ソ プター は お そら く へ リコ プター の よう な 存在 だ っ た の だ ろう ) 。 

さす が に こう し た 航空 機 は 発見 され た 数 も 少な く 、 極 め て めずらし い 存 在 で ある 。 ほ と 
ん ど が 国家 の 所 有 と な っ て お り 、 重 要 人 物 の 輸送 や 連絡 業務 、 偵 察 活 動 な ど に 使用 され て 
いる 。 

し か し 、 何 と 言っ て も 、 先 史 文 明 人 が 遺し た 交通 機関 の 中 で 最も 重要 な 機械 は 、 大 気 圏 
を 越え て 宇宙 空間 を も 飛行 可能 な 超 高 速 字 宙 艇 “ソー ラー バー ジ " だ ろう 。 

この ソー ラー バー ジ は 、 レ ルム 全体 を 探し まわ っ て みて も 、 わ ず か 数 機 し か 残存 し て い 
な いと いう 貴重 品 で 、 そ の すべ て が 国家 の 所 有 に な っ て いる 。 そ の 人 性 能 は まさ に 和信 く べき 
も の で 、 エ ンジ ン に ほん の 数 パー セン ト の パワ ー を くれ て や る だ け で 、 ま た た く 間 に レル 
ム を 軽く ひと 回 りす る こと が で きる くら いな の だ 。 

ソー ラー バー ジ は 、 そ の あま り の 高 性 能 と 希少 価値 ゆえに 、 発 見 され て か ら 一 度 も 限界 
まで 性 能 を 試 き れ た こと は な く 、 実 際 に 宇宙 飛行 を 行なっ た こと も な い 。 ど の 機体 も 、 所 
有する 国家 の 保管 庫 
に 安全 た しま ゆる ま 
LPG) 証 SUES2E 
し 迫っ た 必要 で も な 
けれ ば 使用 きれ る こ 
と は な いで あろ う 。 

6 そよ 5 世 
産 の 中 の 遺産 " と 呼 と 
ぶ に ふさ わし いび い 機械 
な の で ある 。 


スレ イブ マシ ン と マシ ン ビ ー ス ト 

先史 文明 人 の 超 機 械 文明 を 支え を て いた も う 一 本 の 
柱 に 、 各 種 き ま ざ ま な “スレ イブ マシ ン " と 呼ば れ 
る 自動 機械 が ある 。 

ここ で 言う 自動 機械 と は 、 あ ら か じ め イ ンプ ッ ト 
され た 一 定 の 指示 に 従っ て 簡単 な 命令 を 実行 する だ 
け の 初歩 的 な ロボ ッ ト と は 異な り 、 直 接 指示 を 受け 
な く て も 状況 に 応じ て 自主 的 な 判断 を 行なう こと が 
で きる 、 高 度 に 進化 し た 機械 生命 体 の こと だ 。 

先史 文明 人 人 は 、 人 間 に か わっ て 単純 な 作業 を 行う 
疲れ し ら ず の 労働 者 と し て 、 は た また 、 個 人 の 従 僕 
そ 護 衛 と し て 、 こ うし た スレ イブ マシ ン を 好 ん で 使 
用 し て いた らし い 。 

その た め 。 レ ルム 全土 に 散ら ば る 多数 の 遺跡 か ら 
は 、 外 見 は 言う に お よ ば ず 、 種 類 も 機能 も まっ た く 
異な る スレ イブ マシ ン が 何 体 も 発見 され て いる 。 

機械 体 の 多く は 、 先 史 文 明 が 減 亡 し た と き に 機能 に 何ら か の 障害 を 来たし た り 、 仕 える 
べき 主人 を 失っ て 長い 待機 状態 に ちあ る も の が ほとん ど だ が 、 中 に は 、 現 在 に 至る まで 太古 
の 命令 を 着実 に 果たし 続け て いる も の も ある 。 

と ころ で 、 こ うし た スレ イプ マシ ン に は 、 ど れ に も 高 性 能 の 人 工 脳 が 組み こま れ て お り 、 
言葉 きえ 通じ れ ば 、 自 分 に 仕 を る よう に 機械 体 を 説得 する こと が で きる の だ 。 ま た 、 た と 
え 言 葉 で 屈服 させ る こと が で き な く て も 、 各 機械 体 と ペア に な っ て いる “コン トロ ー ル ・ 
キイ ” を 手 に 入れ れ ば 、 無 条件 で 相手 を 支配 する こと も で きる 。 運 よく スレ イブ マシ ン を 
発見 で きた と き に は 、 誰 に も その 機械 体 の 主人 に な れる チャ ンス が ある の で ある ! 

こう し た スレ イプ マシ ン は 、 貴 重 な 研究 材料 で ある と と も に 、 そ れ 自体 が 先史 文明 の 生 
きた 証人 で も ある 。 技術 協会 や 各国 の アカ デミ ー で は 、 何 体 か の 機械 体 を 管理 下 に 置い て 、 
先史 文明 の 遺産 の 研究 に 役立て て いる が 、 研 究 材料 に する の で は な く 、 実 際 に 使用 きれ て 
いる 例 も 比較 的 よく 見 か けら れる 。 

た と えば 、 エ ンジ ニア と し て の 機能 を 持つ 機械 体 が 、 同 じ 先 史 文 明 の 機械 を 修理 する た 
め に 使用 きれ て いた り 、 医 療 技術 者 と し て の 機能 
を 持つ 機械 体 が 、 人 間 の 手 で は 不可 能 な 手術 を 肩 
br が わり する た め に 使用 きれ て いた り と 、 発 見 され 
葵 、 た 機械 体 は 、 そ の 機能 に 応じ し て 、 さ ま ざ ま な 側面 
| で レル ム の 生活 に 貢献 し て いる の で ある 。 
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た だ し 、 ス レイ ブ マ シン の 中 に は 戦闘 を 目的 と し て 作ら れ た 危険 な タイ プ も 存在 する 。 
これ は 、 文 字 通 り の 意味 で 、 戦 うた め だ け に 作ら れ た 戦闘 マシ ー ン な の だ 。 

戦闘 用 の 自動 機械 は 、 “マシン ビー スト "と 呼ば れ て いる 。 機械 体 が 動物 や その 他 の 生 
き 物 の 姿 を 真似 て 作ら れ て いる か ら だ が 、 そ の 動作 と 反応 速度 に し て も 、 機 械 と は 思え な 
い ほ ど で 、 ま る で 本 物 の 生き 物 の よう に すばやく 滑ら か な 動き を する 。 そ の 点 で も 、 機 械 
の 獣 と 言う に ふき さわ し いと いう わけ だ 。 

し か も 、 こ の 機械 生物 は 、 致 命 的 な 先史 文明 の 殺人 兵器 を 数 多く 装備 し て いる 。 獣 は 獣 
で も 、 ふ つう の 猛獣 な ど と は くら べ も の に な ら な いく らい 危険 な 存在 な の だ 。 

マシ ン ビ ー ス ト は 、 そ も そる も 重要 な 施設 の 警備 要員 と し て 使わ れ て いた も の で 、 文 明 の 
滅亡 を 生き 延び た 機械 体 は 、 建 物 が 廃 應 と な っ た いま で も 、 太 古 の 使命 を 忠実 に 果たし 続 
け て いる 。 侵入 者 か ら 遺 跡 を 守 ろ うと し て 残骸 の 中 を 従 位 する マシ ン ビ ー ス ト に 殺さ れ た 
探検 家 の 数 は 、 か な り の 人 数 に の ぼる で あろ う 。 

また 、 同 じ マ シン ビー スト で も 、 さ ら に 強大 な 戦闘 能力 を 持つ 人 間 型 の 機械 体 は 、 “ ガ 
区 ガン に GAMCCGva の 2 

この ガー ディ アン は 、 一 体 で マシ ン ビ ー ス トト 数 十 体 を も あわせ た だ け の 戦闘 力 を 有 し て お 
り 、 先 史 文 明 華 や か な り し ころ に は 、 情 け 容 赦 な く 敵 を 残 減 す る 自動 攻撃 兵器 と し て 使用 
され て いた らし い 。 

ガー ディ アン の 実物 は 、 ま だ 存在 が 確認 きれ た わけ で は な い が 、 そ の 存在 を 暗示 する 断 
片 的 な 証拠 は いく つも 発見 され て いる 。 そ の 証拠 に よる と 、 ガ ー デ ィ ア ン に は 一 体 と し て 
同じ も の は な いと か 、 主 人 で ある 所 有 者 と 精神 的 に 同調 する こと が で きる と か 言わ れ て い 
る が 、 そ れ が 真実 か どう か は 定か で は な い 。 

いずれ に し ろ 、 先 史 文 明 の 遺産 も 、 受 け 継 ぐだ け の 価値 が ある も の ば か り と は 限ら な い 
の で ある 。 


秘 光 石 

先史 文明 人 の 遺産 を 語る な ら 、 最 後に 秘 光石 に つい て も 触れ て お く 必 要 が ある だ ろう 。 

と ころ で 、 秘 光石 と は 一 体 ど ん な も の な の で あろ うか ? 

秘 光石 は 、 水 晶 に よく 似 た 多面 体 の 結晶 構造 物 で 、 石 の 中 に 肖 い 光 を 宿 し て いる と ころ 
か ら 、 秘 光石 ( 光 を 中 に 秘め た 石 ) と 呼ば し て いる 。 た だ し 、 秘 光石 に も 種類 が あり 、 石 
が 発する 光 の 色 は さま ざま で 、 強 さも ひと つ ひ と つつ 後 妙 に 異な っ て いる 。 

これ は 、 た し か に 変わ っ た 石 で ある 。 し か し 、 一 見 し た だ け で は 、 め ずら し い 宝 石 か 何 
か に 見 える くら いで 、 こ の 石 の 本 当 の 価値 を 想像 する こと な ど で き な い だ ろ う 。 

そもそも この 石 は 自然 に で きた も の で は な い 。 自然 に 産 す る る の で は な く 、 先 史 文 明 人 
に よっ て 人 工 的 に 作ら れ た も の な の で ある 。 

実 の と ころ 、 秘 光石 は 、 膨 大 な エネ ルギー を 保存 し て お く た め の 容れ 物 な の で ある 。 言 
わ ば 一 種 の 燃料 電池 だ 。 た だ し 、 こ の 場合 、 中 に 封じ こま れ て いる エネ ルギー の 総量 は 、 
優 に 原発 数 基 に も 匹敵 する 。 先 史 文 明 人 は 、 大 量 の エネ ルギー を 簡単 、 か つ 安 全 に と り 扱 
う ひ と つの 手段 と し て 、 秘 光石 を 生み 出し た の だ 。 先史 文 明 人 の 機械 は 、 す べ て この 秘 光 
石 を 動力 源 と し て いる の で ある 。 

も っ と も 、 そ れ 以 外 で 秘 光 石 に つい て わか っ て いる こと と いえ ば 、 石 の 出す 光 の 色 に よ 
っ て エネ ルギー の 種類 が 違う こと 、 光 の 強 さ が エネ ルギー の 残 量 を 表わし て いる こと 、 和 石 
を いく つか に 割っ た り 、 削 っ た り し て 機械 に あう よう に 加工 する こと が で きる こと くら い 
で 、 ほ と ん ど が 謎 の まま に 残さ れ て いる 。 

し か し 、 秘 光石 は 稀 に し か 見 つか ら な いこ と と 、 そ の 動力 源 と し て の 必要 性 か ら 、 英 大 
な 金銭 価値 を 持っ て いる 。 あ る 意味 で は 、 先 史 文 明 人 の 遺産 の 中 で も 、 誰 も が いち ば ん 手 
に 入れ た いと 願っ て いる の は 、 こ の 秘 光 石 な の か も し れ な い 。 


サイ オニ クス 


PSYONICS 


【 サイ オニ クス こと は の @ 4 


超 能 力 と 言っ て も 、 そ の 意味 する と ころ は まち まち だ 。 た と えば 、 超 能力 を "ESP" 
と 呼 尽 こ と も ある が 、 こ の ESP と は 、「 超 感覚 的 知覚 ] と いう 意味 で 、 本 来 は 超 能 力 の 
中 で も 、 人 間 の 精神 に 秘め られ た 第 6 の 感覚 と し て の クレ アボ ヤン ス (透視 ) や テレ パシ 
ー (精神 感応 ) の こと だ け を 指し て いる 。 そ こ に は 、 誰 も る が 知っ て いる テレ ポー ト (観念 
移動 ) や テレ キネ シス (観念 動力 ) な どの 超 能 力 は 含ま れ て いな い の で ある 。 

トゥ ルー レル ム で の 超 能 力 、 す な わ ち 、 サ イオ ニク ス は 、「 生 命 体 の 精神 に 宿る 港 在 的 
な 特殊 能力 で ある ] と 定義 むす る こと が で きる 。 どん な 生き 物 で も 、 あ る 程度 発達 し た 自我 
の 意識 を 有 し て いる 限り 、 強 翌 は と も か く 、 こ の サイ オニ クス の 能力 を 持っ て いる の で あ 
る 。 トゥ ルー レル ム に は 、 あ る 種 の 植物 の よう に 、 群 れ 全 体 で ひと つの 疑似 精神 を 作り 出 
し 、 サ イオ ニク ス 能 力 を 発揮 する 生物 まで いる 。 し か も 、 レ ルム で 言う と ころ の サイ オニ 
クス に は 、 ほ ぼ あ り と あら ゆる 種類 の 超 能 力 が 含ま れ て いる 。E S P に 属す る 能力 も あれ 
ば 、 "サイキック " (テレ ポー ト や テレ キネ シス な ど ) に 属す る 能力 も ある 。 見た目 が ど 
ん な に 奇妙 な 超 能力 で あろ うと 、 純 粋 に 精神 に よる カカ で あれ ば 、 そ れ は サイ オニ クス の 範 
量 に 含ま れる の で ある 。 

特に 、 人 間 族 を 始め と する レル ム の 知 的 種族 は 、 厳 し い 自然 に 打ち 勝っ て 文明 を 築く に 
あたっ て 、 サ イオ ニク ス の 能力 に 大 きく 依存 し て きた 。 た と えば 、 医 学 の 知識 が 未 発達 だ 
っ た 過去 の 時 代 に は 、 治 癒 能 力 の 持ち 主 こ そ が 、 た だ ひと つの 治療 手段 だ っ た の だ 。 サ イ 
オニ クス が な けれ ば 、 今 日 の レル ム 文 明 の 大 発展 は 決し て 成 し そ な か っ た と 言え る だ ろう 。 


サイ オニ クス の 特性 

一 般 サ イオ ニク ス 能 力 は 、 そ の 性 質 の 違い か ら 、 完 全 に 独立 し た 7 系 統 の 能力 に わか れ 
で いる 。 各 能 力 は 、 そ れ ぞ れ “プレ コグ ニシ ョ ン ( 霊 視 ) ” “テレ パシ ー (精神 感応 ) ” 
"テレ ポー ト (観念 移動 ) " “テレ キネ シス (観念 動力 ) "” “エン パシ ー (情動 感応 ) " 
" ポ ボディ エン ハン ス (肉体 器 化 ) ” “ヒー リン グ (治癒 ) " で ある 。 


プレ コグ ニシ ョ ン は 、 超 感覚 的 に も の を 知覚 する 能力 で 、 歴 の 向こう 側 を 透かし 見 た り 、 
生命 体 や 危険 の 存在 を 感じ と る こと が で きる 。 過去 の 光景 を の ぞ き こん だ り 、 未 来 を 予知 
する こと も で き 、 さ ら に は 、 手 で 触れ た も の を 通じ て 、 そ の 品物 の 由来 を 知っ た り 、 そ れ 
に 関わ り の ある ヴィ ジョ ン を 見 る こと も で きる の で ある 。 

テレ パシ ー は 、 生 き 物 の 精神 に 直接 思念 に よっ て 接触 し 、 心 と 心 で 会 話し た り 、 相 手 の 
思念 を 読み と る 能力 だ 。 供 眠 暗示 を か け て 他人 を 思い 通り に 操っ た り 、 五 感 を 混乱 させ て 
幻覚 を 見 せる こと も で きる 。 逆 に 、 精 神 攻撃 か ら 身 を 守る た め に も 必要 な 能力 で ある 。 


38 


テレ ポー ト は 、 空 間 の 隔たり を 一 上 既 に し て 飛び 越え て 移動 する 能力 だ 。 し か も 、 離 れ た 
と ころ に ある も の を と り 寄 せる こと も で きれ ば 、 空 間 を 歪め て 次 元 の は ざま に 潜り こむ こ 
と も で きる 。 

テレ キネ シス に つい て は 、 説 明 す る まで も な い が 、 簡 単に 言 を ば 、 手 を 触れ ず に 物体 を 
動か す 能 力 だ 。 し か し 、 た だ 何 か を 動か す だ け で は な く 、 こ れ を 応用 し て さま ざま な 現象 
を 引き 起こ すこ と が で きる 。 特 に 光 や 圭 な どの エネ ルギー を 操る こと で 、 弾 や ビー ム を 防 
ぐ 防 護 シ ー ル ド を 張っ た り 、 光 弾 を 撃つ こと と が で きる の で ある 。 

テレ キネ シス は 、 パ イロ キネ シス (発火 ) 、 ラ イト キネ シス (発光 ) な どの 副 能 力 に わ 
か れ て いる 。 

エン パシ ー は 、 テ レ パ シ ー に 似 た 能力 だ が 、 扱 う の が 思念 で は な く 感 情 な の で 、 植 物 な 


ど と も 心 で 交流 する こと が で きる 。 ま た 、 傷 つい た 生き 物 と 精神 的 に シン クロ し て 、 自 分 
が 傷 を 受け る こと で 相手 の 傷 を 癒す こと も で きる 。 
ボディ エン ハン ス は 、 お の れ の 肉体 を 意識 的 に 操作 する 能力 で 、 代 謝 機 能 を 加速 し て 受 
けた ダメ ー ジ を 再生 し た り 、 筋 力 や 反応 速度 を 飛躍 的 に 高め る こと が で きる 。 し か も 、 そ 
れ だ け で は な く 、 和 肉体 を 変形 させ て 、 他 の 人 間 や 動物 に 変身 する こと すら で きる の だ 。 
そし て 、 最 後 の ヒ ー リ ング は 、 傷 を 治し 病 を 癒す 能力 だ 。 失 われ た 器官 を 再生 する こと 
は も ちろ ん 、 死亡 し て 間 も な い 生き 物 な ら 多 生 させ る こと も で きる の で ある 。 


特殊 サイ オニ クス 能力 

この 特殊 サイ オニ クス 能力 は 、 一 般 的 な 7 系 統 の サイ オニ クス 能力 に 含ま れ な い サ イオ 
ニク ス す べ て を 意味 し て いる 。 逆 に 言う と 、 そ こ に は 、 あ り と あら ゆる 奇妙 な サイ オニ ク 
ス 能 力 が こと ご と く 含 まれ て いる の で ある 。 

ご く ふ つう の サイ オニ クス 能力 で も 、 有 効 な 潜在 能力 の 持ち 主 は 数 百人 に ひと り し か 存 
在 し な い が 、 特 殊 サ イオ ニク ス に も な る と 、 そ の 比率 は 数 万 人 に ひと り の オー ダー に まで 
跳ね あがる 。 そ れ だ け に 、 こ の 特殊 サイ オニ クス 能力 は 、 真 に 貴重 で か けが え の な い オ 能 
だ と 計 移 る: 太る ろう 。 

た だ し 、 特 殊 で ある と いう こと は た し か に それ だ け で 貴重 な の だ が 、 と も する と 、 あ ま 
り に 特殊 すぎ て 単に め ず ら し い だ け の 能力 で 終わ っ て し まう こと も ある 。 

特に 能力 を 応用 で きる 範囲 が 広く 、 各 系 統 ご ど と に た くさ ん の 発展 能力 を 持つ 一 般 サ イオ 
ニク ス と は 異な り 、 特 殊 サ イオ ニク ス は た だ ひと つの 限定 され た こと し か で き な い ば あい 
が 多い 。 そ の ぶん 一 芸 に 秀 で て いる わけ だ が 、 そ の 芸 が 役に立た な いも の だ っ た りす る と 、 
まっ た く お 話 に な ら な い の で ある 。 そ こ で 、 ゲ ー ム の 中 で の 特殊 サイ オニ クス 能力 は 、 本 
当 の 意味 で 重要 な いく つか の 能力 に 絞り こん で し まう こと に する 。 


@ ブ ー ス ト : 他人 の サイ オニ クス 能力 の 働き を 強化 する 。 

⑯ ブ レン ディ ング : カメ レオ ン の よう に 、 背 景 に 浴 け こん で 次 を 見 えな くす る 。 

る アン チ サ イ オニ クス : すべ て の サイ オニ クス を 無 条 件 で 打ち 消す フィ ー ル ド を 発生 きせ る 。 
信 ミ ラー : 他人 の サイ オニ クス 能力 を そっ くり 真似 する 。 

倫 レ イス フォ ー ム : 非 実 体 化し て 、 壁 な どの 障害 物 を 通り 抜け る 。 

倫 タ イム シフ ト : 時 の 流れ を 加速 し た り 減 速 し た りす る 。 

@ ラ ッ ク : 無意識 の うち に 現実 を 好都合 な も の に 修正 し 、 致 命 的 な 危険 や 失敗 を 回 避 す る 。 


レル ム 社 会 と サイ オニ クス 

トゥ ルー レル ム で は 、 社 会 (ある い は 、 文 明 そ の も の ) と サイ オニ クス は わか ち が た い 
ほど 密接 な 関係 に ある 。 何と 言っ て も 、 過 去 の 歴史 か らし て 、 強 力 な サイ オニ クス の 能力 
に 後押し され て 文明 が 発達 し て きた の だ か ら 、 そ れ も 当 然 の こと な の だ が 。 

し か も 、 現 在 で こそ 数 が 少な く 、 質 も 低く な っ て し まっ た と は いえ 、 本 来 サ イオ ニク ス 
能力 の 持ち 主 は 決し て めずらし い 存 在 で は な か っ た 。 現在 で も 、 有 効 な だ け の 水準 に 達し 
て いな い だ け で 、 わ ず か ば か り の サイ オニ クス の 潜在 能力 を 持っ て いる 人 間 (た と えば 、 
ご くだ た ま に 強 い 感情 が 読み と れる だ け の 後 弱 な テレ パシ ー 能 力 の 持ち 主 な ど ) まで 含め る 
と 、 そ の 人 数 は 膨大 な も る の に な る だ ろう 。 

その た め 、 一 般 の 暮らし に お ける サイ オニ クス の 浸透 ぶり に は 目 を 見 張る も の が ある 。 

ここ で 、 サ イオ ニク ス と 社会 の 結び つき を わか りや すく する た め に 、 ひ と つの 例 と し て 、 
参考 まで に 一 般 サ イオ ニク ス 能 力 と 職業 の 関係 を 挙げ て お こう 。 
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プレ コグ ニシ ョ ン … 


テレ パシ ー ee 


霊 視 能力 を 最大 限 に 発揮 で きる 警察 の 調査 官 や 先史 文明 の 遺物 の 鑑定 人 
に な っ た り 、 未 来 を 見 通す 能力 を 生か し て 神官 や 占星 術 師 に な っ た りす る 。 


都市 と 都市 を 結ぶ テレ パシ ー 連 絡 綱 の 中 核 と な る 精神 通信 士 が 最も 多い 
が 、 他 に も 読 心 能力 を 生か し て 通訳 や 外交 官 に まっ た り 、 精 神 の 深み を 探 
る 心理 学者 な どの 研究 戦 に 就く こと も ある 。 


も っ ぱら 軍人 や スパ イ と し て 活躍 し て いる が 、 テ レ パ シ ー 連 絡 網 を 使わ ず 、 
重要 な 文書 な ど を 直接 運 示 際 に は 、 往 復 の 伝令 役 も こなす 。 


軍人 が ほとん ど だ が 、 手 を 使わ ず に 精密 な 作業 を 行なえ る の で 、 職 人 や 技 
師 、 芸 術 家 な ど や 、 稀 に エン ター ティ ナー に な る こと も ある 。 


基本 的 に は テレ パシ ー 能 力 者 と 同じ だ が 、 そ の 能力 が 特に 心 の 傷 な ど を 癒 
す の に 有効 な た め 、 精 神 科 医 の よう な 職 に 就く こと も 多い 。 


軍人 の 他 、 格 闘 家 、 サ ー カ ス 芸 人 な ど 、 自 然 と 体 を 使う 職業 が 多く な っ て 
いる 。 


治癒 能力 を 生か せる 医療 関係 だ ほとんど で 、 神 官 に な る こと も ある 。 


も ちろ ん 、 こ こと に 挙げ た サイ オニ 
クス 能力 と 職業 の 関係 は あく まで ひ 
と つの 例 に すぎ な い の だ が 、 レ ルム 
社会 の 中 で サイ オニ クス の 占め て い 
る 役割 は 、 こ れ で だ いた い 見 当 が つ 
GiG2i2 人 5 の 9 上 の 
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レル ム の 自然 と 生物 


トゥ ルー レル ム は 広大 な 惑星 世界 で ある 。 そ の 大 き さ は 、 表 面積 に し て 地球 の 約 50 倍 は 
あろ うか と いう 、 想 像 を は る か に 上 回 る スケ ー ル を 誇っ て いる 。 し か も 、 そ れ だ け 広 大 な 
世界 の うち 、 人 間 族 を 始め と する 知 的 種族 が 住ん で いる の は 、 多 く 見 積 っ て も 、 わ ず か 10 
% に 過ぎ な い 。 残り の 90% は 、 人 間 が 足 を 踏み 入れ た こと の な い 未 知 の 領域 で あり 、 有 史 
以前 の 未開 の 状態 の まま に 保 た れ て いる の で ある 。 す な わ ち 、 ト ゥ ルー レル ム で は 、 生 命 
の 象徴 た る 大 いな る 自然 が 、 脆 弱 な 文明 を 圧倒 し て 、 惑 星 の ほ ぼ 全 域 を 支配 し て いる と 言 
うこ と が で きる 。 そ し て 、 レ ルム の 雄大 な 自然 は 、 生 命 の 変化 に も 満ち 満ち て いる 。 ト ッ ゥ 
ルー レル ム は 、 ま さ に 生命 の る つぼ と 言う に ふさ わし い 世 界 な の で ある 。 

トゥ ルー レル ム が その よう な 生命 に 満ち あふ れ た 世界 に な っ た の も 、 決 し て ゆえ な きこ 
と で は な い 。 

その 理由 と し て は 、 ま ず 第 一 に 、 レ ルム の 自然 が 、 長 らく 変わ ら ざ る 未開 の 状態 に と ど 
まっ て いる こと が 挙げ られ る だ ろう 。 レ ルム の 自然 が 、 変 化 に と ん だ 、 お び た だ し い 数 の 
生命 を る 育 ひ こと が で きた の も 、 文 明 の 千 渉 を 受け な い 状 態 が 長く 続い た か ら な の で ある 。 

トゥ ルー レル ム で は 、 こ うし て 誕生 し た 無数 の 新た な る 生命 が 、 う る さい 人 間 に 邪 魔 さ 
れる こと な く 、 厳 し い 自然 海 汰 の 波 に も まれ な が ら 、 種 の 存続 を か け て 、 終 わり な き 進 化 
と 減 亡 の サイ クル を 繰り 返し て きた の で ある 。 

そし て 、 第 二 に 、 レ ルム の 自然 の 持つ 、 他 に 類 を 見 な い ほ どの 豊 鏡 さ が 挙げ られ る 。 

トゥ ルー レル ム は 、 惑 星 と し て 見 る と 、 全 体 的 に 温暖 で 雨 の 多い 世界 で ある 。 そ の た め 、 
レル ム じゅ う で 、 さ ま ざ ま な 植物 が 花 を 咲か せ 、 枝 を 伸ばし て 、 繁 栄 の 限り を つく し て い 
る 。 そ の あり さま は 、 さ な が ら 、 果 て し な く 広 が る ジャ ング ル が 惑星 全体 を すっ ぽ ぱり と つ 
つみ こん で いる か の よう で あり 、 文 字 通 り 、 緑 し た た る 惑星 な の で ある 。 

その うえ 、 レ ルム の 表面 積 の 3 分 の 2 を 占め る 海洋 が ある 。 こ の 海 は 、 緑 に お お われ た 
大 陸 よ り も 、 さ ら に 恵み が 豊か で 、 生 物 の 生存 に も ずっ と 適し て いる 。 

この 肥 浜 な ジャ ング ル と 恵み 多き 海洋 が 、 言 わ ば 、 巨 大 な 台 卵 器 と な っ て 、 レ ルム の 多 
種 多 様 な 生き 物 を 生み 出し た の で ある 。 

と も あれ 、 こ の よう に し て トゥ ルー レル ム は 、 和 想像 し うる 限り の あり と あら ゆる 生き 物 
が 雑然 と ひし めき あう 世界 と な っ て いる 。 


自然 界 に 生息 する 生き 物 

レル ム に は 、 文 明 較 近 くに 生息 し て いた り 、 探 検索 に よっ て その 存在 が 確認 きれ た り し 
0 且 ら れ て いる も の だ けさ せく BOO だ だ な じい 数 の 、) さ ざま ざま な 病 疾 の 生き 物 が 下 屋 じ 
て いる 。 

その うえ 、 人 知れ ず 辺 境 の 奥深 くに 生息 する 生き 物 も いる 。 そ の よう な 生物 に は 、 特 に 
奇妙 な も の や 特異 な も の が 多く 、 そ の 種類 も また 膨大 な 数 に 達する と 思わ れる の だ が 、 実 
際 に 確認 され た 例 は 、 そ の うち の ご く 少 数 に すぎ な い 。 本 当 に 何 が 生息 し て いる か と いう 
こと に な る と 、 想 像 に 頼る し か な く 、 何 が いて も 決し て お か し く な いと し か 言い よう が な 
い の で ある 。 

し か し 、 レ ルム の 自然 界 に 生息 する 生き 物 に は 、 い くつ か の 顕著 な 特徴 が 見 受け られ る 。 
た と えば 、 ト ゥ ルー レル ム に は 、 わ れ わ れ の 住む この 太陽 系 の 惑星 に 生息 し て いる 生き 
物 の うち 、 大 半 の も の が 生息 し て いる 。 そ こ に は 、 猫 、 猿 、 羊 、 狼 な どの 中 乳 類 も いれ ば 、 
トカ ゲ 、 ワ ニ な どの 胞 虫 類 、 カ エル 、 イ モリ な どの 両生 類 も いる 。 魚 や 昆虫 も しかり 。 ま 
た 、 植 物 に し て も そう な の で ある 。 特に 目 を ひく の が 、 ト ゥ ルー レル ム 全 土 に 生息 する 新 
種 の 恐竜 た ち だ 。 

この 新種 の 恐竜 た ち は 、 か つて の 鈍重 で 適応 性 に 欠け た 仲間 と は 違っ て 、 耐 久 力 に と み 、 
動き が すばやく 、 感 覚 や 知能 の 点 で も じゅ うぶ ん な 発達 を 遂げ て お り 、 そ し て 、 何 より も 
抜群 の 適応 性 を 備え て いる 。 恐竜 た ち は 、 陸 海 定 と 、 レ ルム の あり と あら ゆる 領域 に 生息 
し て いる が 、 そ れ も 彼 ら の 持つ すぐ れ た 適応 性 ゆえ の こと で ある 。 

ある 意味 で は 、 あ りあ まる ほど 豊か な レル ム の 自然 が 、 こ れ ら の 大 型 奄 躍 類 を 生み 落と 

し 、 彼 ら が 生き 残り 、 高 度 な 進化 を 遂げ る の を 後押し し た の で ある 。 言わ ちば 、 レ ルム に 生 
息 し て いる 恐竜 た ち は 、 こ の 惑星 の 豊 鏡 な 自然 の 申し 子 と も 言う べき 存在 な の で ある 。 


変性 獣 と 合成 獣 

$ も ちろ ん 、 ト ゥ ルー レル ム に は 、 わ れ わ れ の 住む 世界 と 同じ か 、 そ れ と よく 似 た 生き 物 
の 他 に も 、 ま っ た く 他 に は 見 られ な いよ うな 生き 物 も 多数 存在 する 。 

その 中 で も 、 レ ルム 独自 の 生き 物 と し て 最も 象徴 的 な も の に 、 “変性 獣 " と “合成 獣 " 
が ある 。 

変性 獣 (ヌル ・ ビ ー ス ト ) と いう の は 、 外 見 と そ ふ つ う の 生 き 物 と 同じ だ が 、 能 力 や 性 
質 な どの 点 で 大 き な 変化 を 遂げ 、 オ リ ジ ナ ル の 生き 物 と は まっ た く 違 う 生 物 に な っ て し ま 
っ た 突然 変異 体 の こと で ある 。 例 を 挙げ る と 、 狂 暴 な 肉食 アル マジ ロ と か 、 空 中 を 飛行 す 
る 飛び エイ と か で ある 。 

か た や 、 合 成獣 (キマ イラ ) と は 、 複 数 の 生き 物 の 能力 や 外見 を あわ せ 持 つ 生 き 物 の こ 
と を 意味 する 。 た と えば 、 ク モ と カニ を 掛け あわ せ た よ うな 生き 物 と か 、 ト ラ に コウ モリ 
の 田 を 生やし た よう な 生き 物 な ど が 存在 する の で ある 。 

も ちろ ん 、 自 然 界 の こと わり を 和 無視 し た 、 そ の よう な 生き 物 が 何 ち な いと ころ か ら 生 ま 
れ 出 て くる と は 信じ が た いこ と で ある 。 こ れ は あく まで 想像 だ だ が 、 お そら く 合 成獣 は 、 先 
史 文 明 人 が 作り 出し た 人 工 の 生命 体 だ ろう と 思わ れる 。 

実際 の と ころ 、 こ の 合成 獣 を 別に し て も 、 先 史 文 明 人 が トゥ ルー レル ム の 自然 に あたえ 
た 影響 は 多大 な も の が ある 。 マ シン ビー スト の 中 に は 、 野 性 化し て 本 物 の 動物 の よう に 暮 
らし て いる も の も ある が 、 噂 で は 、 機 械 と 有機 質 の 肉体 を あわ せ 持 つ 、 サ イボ ー グ の よう 
な 生き 物 ま で 生息 し て いる と も 言わ れ て いる の で ある 。 
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ユー ザー サポ ー ト 


マヤ ゲーム に つい て の 質問 
質問 は 電話 と 往復 葉書 に て 受け 付け ます 。 
信 お 問い 合わ せ 先 ユー ザー サポ ー ト 係 TEL.03-3220-5226 
(平日 11:00 て 17:00 の み 受 付 ) 
人 @ 往 復 葉書 宛先 〒167 東京 都 杉並 区 荻窪 4.20-12 エ クセ レン ス T 1F 
(株 ) グロ ー デ ィ ア ディ ファ レン ト ・ レ ルム 「 質 問 係 」 
※ 尚 、 葉 書 に は 必ず シリ アル No. を お 書き くだ さい 。 シ リア ル No. の な い 方 に は お 答え 致し ませ ん 。 


マヤ ディスク 破損 に つい て 
1) 操作 を 誤り 、 デ ィ ス ク を 破損 し て し まっ た 場合 。 修 正 は 有償 と な り ま す 。 
2) 製品 に 不良 が あっ た 場合 。 修正 は 無償 で す 。 送 料 は お 返し 致し ます 。 


発送 に つい て の ご 注意 

必ず 、 全 て の ディ スク を 商品 パッ ケー ジ 等 に 入れ 、 サ ポー トカ ー ド と 共に お 送り 下さ い 。 
サポ ー ト カー ド を 同封 な さら な いと 、 修 正 致 し か ね ます 。 

有償 手数 料 は 、 現 金 ま た は 定額 小 為替 で お 願い 致し ます 。 (切手 不可 ) 

尚 、 現 金 の 場合 は 必ず 書留 振 い に こし て 下さ い 。 


\%※ サ ポー トカ ー ド に は 、 両 面 記入 し て くだ さい 。 
特に 裏面 の ゲー ム の 症状 に は 、 故障 し た 場所 、 パ ー テ ィ の メン バー、 レ ベル 数 、 現 象 等 、 な る べく 細 
か く お 書 きく だ さる よう お 願い 致し ます 。 
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